


　

５
月
13
日
、
役
場
を
訪
れ
て
い
た
勝　

昭
市
さ
ん
か
ら
、
義
名
山
公
園
の
デ
イ

ゴ
の
花
が
見
頃
を
迎
え
て
い
る
か
ら
、

写
真
を
撮
っ
て
ほ
し
い
と
話
が
あ
り
ま

し
た
。
案
内
し
て
も
ら
う
と
、
た
く
さ
ん

の
赤
い
花
が
咲
い
て
い
ま
し
た
。
毎
年
、

本
格
的
な
梅
雨
を
迎
え
る
こ
の
時
期
に

き
れ
い
な
花
を
咲
か
せ
る
そ
う
で
す
。

気
付
い
た
こ
と
が
。
ボ
ー
ル
を
打
つ
と
、

す
ぐ
に
走
り
出
す
選
手
の
皆
さ
ん
。
次
の

選
手
が
打
つ
前
に
、ボ
ー
ル
の
進
路
を

邪
魔
し
な
い
た
め
の
気
配
り
で
し
ょ
う
か
。

ボ
ー
ル
を
打
っ
た
後
は
、
の
ん
び
り
と

高
齢
者
ス
ポ
ー
ツ

ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
た
健
康
づ
く
り
と
生
き
甲
斐
づ
く
り

「
三
町
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
」

　

昭
市
さ
ん
は
、
週
３
回
、
義
名
山
ま
で

自
転
車
で
通
い
、グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
の

練
習
に
参
加
し
て
い
る
そ
う
で
す
。「
練
習

前
に
早
く
来
て
、こ
の
花
壇
の
手
入
れ
を

す
る
の
が
日
課
だ
よ
」
と
語
り
ま
し
た
。

す
る
と
話
題
は
三
町
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ

ル
フ
大
会
の
話
へ
。「
今
度
、三
町
の
グ
ラ

ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
が
あ
る
か
ら
取
材

に
お
い
で
」と
笑
顔
で
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

５
月
26
日
、三
町
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

大
会
の
取
材
で
義
名
山
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド

へ
。
グ
ラ
ウ
ン
ド
全
面
に
、
コ
ー
ス
が

設
営
さ
れ
、
競
技
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

徳
之
島
三
町
か
ら
42
チ
ー
ム
が
参
加
。真
剣

な
表
情
の
な
か
に
も
、時
折
冗
談
ま
じ
り

で
会
話
を
楽
し
む
声
が
、グ
ラ
ウ
ン
ド
の

あ
ち
ら
こ
ち
ら
か
ら
聞
こ
え
て
き
ま
す
。

　

競
技
の
様
子
を
眺
め
て
い
る
と
ふ
と

鮮やかな赤い花を咲かせたデイゴの木

グラウンドゴルフについて話す勝 昭市さん（88 歳）

特 集

休憩時間に水分補給をしながら、会話を楽しみます

打ち終えるとボールの場所
まで、走ります
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歩
く
イ
メ
ー
ジ
が
あ
っ
た
の
で
す
が
、
皆

さ
ん
小
走
り
、早
歩
き
と
軽
快
な
動
き
で
、

競
技
が
進
む
光
景
に
と
て
も
驚
き
ま
し

た
。
競
技
の
合
間
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

に
関
し
て
選
手
の
皆
さ
ん
に
話
を
聞
く

と
、必
ず
出
て
く
る
言
葉
が「
運
動
に
な
る

か
ら
」と
い
う
言
葉
。
競
技
を
観
察
し
て

い
る
と
、
そ
の
意
味
が
分
か
り
ま
す
。

　

な
か
に
は
、90
歳
を
超
え
る
方
も
参
加

し
て
い
ま
し
た
。

　

上
晴
在
住
の
榮
山 

チ
エ
さ
ん（
91
歳
）。

「
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
を
週
１
回
楽
し
ん

で
い
て
、運
動
が
で
き
る
の
が
グ
ラ
ウ
ン

ド
ゴ
ル
フ
の
良
い
と
こ
ろ
だ
よ
。み
ん
な

と
会
話
を
す
る
こ
と
も
楽
し
み
」と
語
っ

て
い
ま
し
た
。
食
生
活
改
善
推
進
員
の

愛好会１組のメンバー

集中して、ホールインを目指します

お見事  ホールインワン達成

主催 徳之島三町
グラウンドゴルフ同好会

大会結果
１位　悠々クラブ１組

２位　絆　たかちじ

３位　愛好会１組

料
理
教
室
な
ど
に
も
毎
月
参
加
し
て
い

る
そ
う
で
す
。

　
「
み
ん
な
と
一
緒
に
遊
ぶ
こ
と
が
好
き

だ
か
ら
」
と
笑
顔
で
話
す
チ
エ
さ
ん
。

同
じ
チ
ー
ム
の
田
畑
ト
キ
エ
さ
ん
（
85

歳
）
に
も
話
を
聞
く
と
、「
農
業
を
し
な

が
ら
、健
康
づ
く
り
」と
少
し
照
れ
笑
い
。

二
人
は
快
く
写
真
撮
影
に
応
じ
て
く
れ

ま
し
た
。

　

近
年
は
、伊
仙
町
の
子
宝
や
健
康
長
寿

に
つ
い
て
、マ
ス
コ
ミ
に
取
り
上
げ
ら
れ

る
機
会
が
増
え
て
い
ま
す
が
、
高
齢
者

の
健
康
づ
く
り
に
つ
い
て
、
日
常
生
活

の
中
で
体
を
動
か
す
機
会
が
定
期
的
に

あ
る
こ
と
の
大
切
さ
を
感
じ
た
気
が
し

ま
す
。
共
通
の
趣
味
を
通
じ
て
、仲
間
や

友
人
た
ち
と
交
流
す
る
な
か
で
、
楽
し

い
時
間
を
過
ご
す
。
そ
の
積
み
重
ね
が

健
康
で
充
実
し
た
人
生
に
も
繋
が
る
と

い
う
こ
と
を
教
わ
っ
た
気
が
し
ま
し
た
。

気楽会Ｂチームで出場した
榮山チエさん（左）　田畑トキエさん（右）
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伊
仙
町
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
協
会
主
催
に
よ
る

三
町
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
が
、
伊
仙
町
役
場

近
く
の
広
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
強
い
日

差
し
が
照
り
付
け
る
な
か
、
三
町
か
ら
集
ま
っ

た
チ
ー
ム
に
よ
る
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま

し
た
。
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
は
、
チ
ー
ム
の
戦
術

と
連
携
が
重
要
な
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。
選
手
の

皆
さ
ん
は
、
第
１
ゲ
ー
ト
を
通
過
す
る
と
、

味
方
や
相
手
の
ボ
ー
ル
の
位
置
を
確
認
し
な

が
ら
、
次
の
狙
い
場
所
を
定
め
て
い
ま
し
た
。

不
利
な
状
況
か
ら
の
逆
転
も
あ
る
た
め
、気
を

抜
か
ず
集
中
力
を
保
つ
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

参
加
し
て
い
た
選
手
に
話
を
聞
く
と
「
狙
っ

た
と
こ
ろ
に
ボ
ー
ル
が
い
く
と
、
気
持
ち
が

い
い
。
チ
ー
ム
の
み
ん
な
で
、ど
こ
を
狙
っ
て

い
く
の
か
話
し
合
い
な
が
ら
試
合
が
で
き
る

と
こ
ろ
が
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
の
楽
し
い
と
こ
ろ
」

と
語
っ
て
い
ま
し
た
。閉
会
式
を
終
え
た
グ
ラ

ウ
ン
ド
を
見
て
み
る
と
、雑
草
な
ど
も
丁
寧
に

抜
か
れ
整
地
さ
れ
て
お
り
、ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
に

対
す
る
情
熱
が
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

相手ボールにじっくりと狙いを定めます

ボールの位置をチームで確認します

東阿三チームが見事優勝しました

受け入れ英会話初級講座で講師を
務めるパシゲル・ダニエルさん

受講生代表あいさつで、受講できる
喜びを語った池平 香代子さん

オープニングの舞台発表の様子 受講生で町民憲章を朗読

　

伊
仙
町
中
央
公
民
館
で
、
公
民
館
講
座
開

講
式
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
オ
ー
プ
ニ
ン
グ

で
は
、玉
城
流
琉
扇
會（
幸
多
米
子
琉
舞
道
場
）

に
よ
る
舞
台
発
表
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
年

は
、新
規
講
座
が
５
講
座
開
設
さ
れ
ま
し
た
。

　

講
師
陣
に
委
嘱
状
の
交
付
が
行
わ
れ
た
後
、

直
教
育
長
は
、「
公
民
館
講
座
を
通
じ
て
、
新

し
い
仲
間
を
作
り
、
地
域
住
民
の
連
携
の
輪

が
広
が
っ
て
い
く
こ
と
は
、
非
常
に
素
晴
ら

し
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
共
に
学
び
あ
い
、

共
に
育
つ
こ
と
が
生
き
が
い
に
繋
が
っ
て
い

き
ま
す
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　

受
講
生
を
代
表
し
て
、
池
平 

香
代
子
さ
ん

が
あ
い
さ
つ
を
行
い
ま
し
た
。「
郷
土
料
理
や

植
物
を
活
か
し
た
ア
ー
ト
な
ど
公
民
館
講
座

を
通
じ
て
学
ん
だ
こ
と
を
、
少
し
で
も
子
ど

も
た
ち
に
も
伝
え
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
」
と

抱
負
を
述
べ
ま
し
た
。
受
講
生
は
半
年
間
に

わ
た
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
目
標
に
向
か
っ
て
、

趣
味
や
特
技
に
磨
き
を
か
け
ま
す
。
学
ぶ
こ

と
の
楽
し
さ
に
加
え
て
、講
座
を
通
じ
た
交
流

の
輪
が
広
が
る
こ
と
も
公
民
館
講
座
の
魅
力

と
な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

三
町
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

05
22

伊
仙
町
中
央
公
民
館
講
座

開
講
式

05
10

主
催 

伊
仙
町
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
協
会

大
会
結
果

１
位  

東
阿
三
（
伊
仙
町
）

２
位  

亀
徳
（
徳
之
島
町
）

３
位  

前
野
（
天
城
町
）
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徳
之
島
交
流
ひ
ろ
ば
「
ほ
ー
ら
い
館
」
で
、

第
９
回
伊
仙
町
「
島
口
つ
こ
わ
ー
デ
ー
」
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
で
は
、

フ
ラ
・
フ
ロ
ー
ラ
ル
伊
仙
教
室
に
よ
る「
う
ん

の
う
浜
子
守
歌
」が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　

プ
ロ
グ
ラ
ム
が
始
ま
る
と
、
島
口
語
り

（
て
ぃ
ー
き
話
）
と
し
て
、
前 

弘
一
さ
ん
が

子
ど
も
の
頃
の
体
験
を
流
暢
な
島
口
で
語
り

ま
し
た
。ま
た
、徳
之
島
福
祉
会
に
よ
る
劇
が

披
露
さ
れ
、
出
演
し
た
子
ど
も
た
ち
も
島
口

で
演
技
を
行
い
ま
し
た
。

　

そ
の
他
に
も
、松
田 

忠
雄
さ
ん
に
よ
る
島
口

語
り
（
外
国
の
話
）
や
幸
多 

実
さ
ん
の
島
口

漫
談
な
ど
も
あ
り
、
ユ
ー
モ
ア
を
交
え
島
口

で
話
を
す
る
と
、
会
場
か
ら
は
笑
い
声
が
聞

こ
え
て
き
ま
し
た
。

　

島
口
を
使
う
機
会
が
、
少
な
く
っ
て
お
り
、

次
の
世
代
に
ど
の
よ
う
に
語
り
継
い
で
い
く

か
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
家
族
で
話
を

す
る
と
き
は
、
島
口
を
使
っ
て
会
話
を
す
る

な
ど
日
常
生
活
の
中
で
、
島
口
を
使
う
機
会

を
増
や
す
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

最
後
は
、参
加
者
全
員
で
ワ
イ
ド
節
と
六
調

を
踊
り
ま
し
た
。
来
年
も
開
催
を
予
定
し
て

い
ま
す
の
で
、
貴
重
な
島
口
を
受
け
継
い
で

い
く
た
め
に
も
、
多
く
の
皆
様
の
御
参
加
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

島
口
使
う
日
　
島
口
つ
こ
わ
ー
デ
ー

06
09

子どもたちも、島口で劇を行いました 島踊り（ションマイカ）

島口語り（てぃーき話） 前 弘一さん

健
康
運
動
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー

養
成
講
座

05
28

　

伊
仙
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
主
催
の

健
康
運
動
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
養
成
講
座
が

伊
仙
町
中
央
公
民
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
は
、
主
に
ほ
ー
ら
い
館

で
毎
週
実
施
さ
れ
て
い
る
「
い
き
い
き
教
室
」

や「
む
っ
じ
ぃ
ら
ん
園
芸
教
室
」な
ど
の
運
営
・

運
動
指
導
に
携
わ
っ
て
い
ま
す
。

　

く
ま
も
と
健
康
支
援
研
究
所  

松
尾 

洋 
氏

か
ら
伊
仙
町
の
現
状
や
介
護
予
防
に
関
す
る

講
話
の
後
に
運
動
指
導
の
実
技
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
実
技
で
は
、足
踏
み
し
な
が
ら
決
ま
っ

た
合
図
の
時
に
は
、
手
を
叩
く
な
ど
複
数
の

動
作
を
組
み
入
れ
る
練
習
を
行
い
ま
し
た
。

実
際
に
や
っ
て
み
る
と
思
う
よ
う
に
い
か
な

い
こ
と
が
多
く
、難
し
い
と
声
を
も
ら
す
方
も

い
ま
し
た
。

　

65
歳
以
上
の
方
で
、介
護
予
防
教
室
に
参
加

し
て
み
た
い
と
思
っ
て
い
る
方
は
、地
域
包
括

複数の動作を取り入れることで、脳の働きを高める
レクリエーションを体験

高齢者元気度アップ・ポイント事業の研修会も行わ
れました

くまもと健康支援研究所  松尾 洋 氏

支
援
セ
ン
タ
ー
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。
健
康

づ
く
り
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
健
康
イ
ン
ス
ト
ラ

ク
タ
ー
の
皆
さ
ん
と
共
に
、
楽
し
み
な
が
ら
、

介
護
予
防
に
取
り
組
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。
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令和元年度　「いせん寺子屋」年間プログラム

※講義内容は変更になる場合があります。 ※今年度は様々な場所で実施予定です。 ※大人も伊仙町外の方も参加できます。

伊仙町教育委員会 社会教育課　　TEL：86-4653

今春、伊仙町役場に 8 名の職員が加わりました。
先月号に引き続きご紹介いたします。
みなさまどうぞよろしくお願いいたします。

2019年
新規採用職員紹介②

歴史民俗資料館主事補 與嶺 友紀也
　伊仙町歴史民俗資料館配属の
與嶺友紀也です。出身は沖縄です
が、伊仙町の歴史・文化・自然に魅力
を感じています。いずれ、この魅力
を町・人づくりに活かせるように、
先輩の方々に鍛えてもらいながら、
日々励んでまいります。

地域福祉課主事補 藤島 大成
　4月1日付で、地域福祉課に配属
となりました。職員になったことで
身の引き締まる思いです。１日でも
早く伊仙町の発展のため、町民の
皆様のために気持ちを新たに一生
懸命頑張っていく所存ですので宜し
くお願いします。

子育て支援課主事補 作岡 理恵
　この度、子育て支援課に配属となり
ました。職員としての自覚を持ち、感謝
の気持ちを忘れず、子育て世代を含め
町民の皆様が、さらに子育てしやすい、
伊仙町で子育てをしたいと思う町づく
りに力添えができるよう頑張ります。
ご指導よろしくお願いいたします。

くらし支援課主事補 福田 良美
　くらし支援課に配属されました
福田良美と申します。伊仙町に帰っ
て10年程経ちますが、これまで見て
きたこと、学んできたことを活かし
て、町民の皆様のお役に立てるよう、
日々精進してまいります。ご指導ご
鞭撻の程宜しくお願いいたします。

日程 講師 内容

2019年

7/27（土）

～

7/28（日）

集英社 編集者

作家  八木 圭一
プロの作家・編集者が直接教える
日記・作文・読書感想文の書き方
のコツ

8/6（火）

～

8/7（水）

TanQ 株式会社

森本 祐紀
①浮力の探求（予定）
②黄金の数
　～科学とは何か～（予定）

8/19（月）

～

8/23（金）

東京大学大学院・
システムエンジニア

中村 芳雅

プログラミング で自分 の HP を
作ってみよう
～自由課題もこれでバッチリ！～

8/27（火）
伊仙町未来創生課

松岡 由紀
英語の宿題仕上げと英検対策を
しよう！

10/5（土）
喜界島サンゴ礁

科学研究所

理事長  渡邊 剛

サンゴって何がすごいの？いつか
らあるの？
～私達を取り囲むサンゴを知ろう～

日程 講師 内容

11/16（土）
合同会社

奄美はなはなエール

代表  泰山 祐一
好きな事をしごとにするって？
～奄美でビールを作っている人と～

12/8（日）
SSOL

チーフトレーナー

菅沼 伸哉

徳之島のトライアスロン優勝者が
教えるからだの使い方講座（測定
付き）

2020年

1/26（日）

ハーバード大学卒・
アーティスト

丹原 健翔
学校で学べないアートを作ろう

（予定）

2/8（土）
天城町

地域おこし協力隊

野瀬 貴子

身近にあるサトウキビで美しい染物
を作ろう！～ついでにサトウキビの
勉強もしちゃおう～

2/22（土）
日本大学理工学部

物理学科

教授  浅井 朋彦

①ホンモノ科学とニセモノ科学
～マイナスイオン・パワースポット・
水素水～
②静電気の正体を調べよう！

お問い合わせ
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町長の動き
　伊仙町の皆様こんにちは。地域おこし協力隊の宮出です。
島は本格的な夏を迎えますが、いかがお過ごしでしょうか。6月、
町内のコーヒー園では、綺麗なコーヒーの花が咲き乱れ、ほの
かな甘い香りが身体を癒してくれます。そんなコーヒーの花を
今年は、専用の掃除機を用いて収穫しています。
　収穫後、乾燥させたお茶は、アイスティーにして冷蔵庫に
冷やしておけば、夏に爽快な味をお楽しみいただけます。
　伊仙町で 3 人目となる地域おこ
し協力隊の石垣さんが現在改修し
ているお店にて提供する予定です
ので、コーヒーの持つ色々な
魅 力をお楽しみ頂け れ ば
幸いです。
　それでは夏バテなどせず、
お身体にご自愛ください。

　伊仙町のみなさんこんにちは。地域お
こし協力隊の石垣です。伊仙町に移住し
て２カ月が経ちました。この２か月間の活
動はおもに、コーヒーの農園にて、花の収
穫や、苗づくり、農園の整備などを行っ

てきました。また休日は、島のみなさんとお話したり、雄大な
自然を眺めたり毎日充実した日 を々おくっています。そしてこれか
ら、いよいよ、地域おこしの当初の目的であった収穫した果実や
花、葉をつかった商品開発を行っ
ていきます。そしてそれらの活動を
分かり易く皆さんにお伝えしたい
と思い、活動の拠点となるお店を
面縄に作る事となりました。県道
沿いの面縄中学校の真ん前です。
　育てたコーヒーの提供、開発商品の販売、コーヒーってどう
やって出来るのか？焙煎ってなに？など疑問にお答えしながら、
コーヒーを楽しんで頂ける場所作りを目指していきます！
　只今オープンにむけて空き家を全力で改装中です。テーブル
作りやペンキ塗り、内装の改修など、たくさんの方々にお力を
お借りして作る店舗にとても愛着がわいています。７月のオー
プンにむけて頑張ります！完成したらぜひ遊びに来てください！

伊仙町長の 1 か月の主な動静を紹介いたします。

月日 行事 場所

5/15（水） 伊仙町夏祭り実行委員会 伊仙町

16（木） 鹿児島県農業農村整備事業第28回通常総会 鹿児島市

17（金） 徳之島建設業協会通常総会懇親会 徳之島町

21（火）

～

23（木）
＜郡町村会平成31年度各種協議会総会＞ 奄美市

24（金）

セコム医療システム 野口氏  来庁
「徳之島医療モデルの再確認について」 伊仙町

伊仙町商工会通常総会

25（土）
徳之島観光連盟総会 天城町

伊仙町地域女性連総会 伊仙町

28（火） 宇都隆志参議院議員と三町長による
自衛隊誘致要望活動

東京都29（水）
JAL本社へ関西徳之島間直行便運行の要望活動

首相官邸へ自衛隊誘致要望活動

30（木） 奄美群島農業農村整備事業推進協議会中央要請活動

31（金） MotoMitsu設計 基氏（糸木名出身）との会合

6/3（月） 伊仙町食生活改善推進員連絡協議会総会

伊仙町

4（火）

～

6（木）
令和元年 第２回定例議会

7（金） 南西糖業・町長相談会

8（土）「徳之島の地域共生社会を考える」研修会

9（日） MotoMitsu設計 基氏（糸木名出身）との会合 徳之島町

10（月） 徳之島地区沿岸防犯警備協力会通常総会 伊仙町

11（火） 第3回ホストタウン首長会議 東京都

13（木） 伊仙町商工スタンプ会通常総会
伊仙町

14（金） 樟南第二高等学校  時任理事長・西川氏表敬訪問
理事長就任挨拶
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INFORMATION
一
定
面
積
以
上
の
土
地
売
買
等
に
は
、

届
出
が
必
要
で
す
。

　

一
定
面
積
以
上
※
１
の
土
地
に
つ
い
て
、土
地

売
買
等
の
契
約
※
２（
対
価
の
授
受
を
と
も
な

う
土
地
に
関
す
る
権
利
の
移
転
ま
た
は
設
定

を
す
る
契
約
）を
締
結
し
た
場
合
は
届
出
が

必
要
で
す
。
土
地
に
関
す
る
権
利
の
取
得
者

が
契
約
を
締
結
し
た
日
を
含
め
て
、
２
週
間

以
内
に
土
地
の
所
在
す
る
市
町
村
役
場
へ

届
け
出
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、

未
来
創
生
課
ま
で
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

※
１

：

一
定
面
積
以
上
の
土
地

イ
）
市
街
化
区
域
：
２
，０
０
０
㎡
以
上

ロ
）
イ
を
除
く
都
市
計
画
区
域
５
，０
０
０

㎡
以
上

ハ
）
都
市
計
画
区
域
以
外
の
区
域
１
０
，

０
０
０
㎡
以
上

※
２

：

土
地
売
買
等
の
契
約

　

売
買
、
交
換
、
共
有
持
分
の
譲
渡
、
営
業

譲
渡
、譲
渡
担
保
、地
上
権
・
賃
借
権
の
設
定
・

譲
渡
、
予
約
完
結
権
の
譲
渡
、
信
託
受
益
権

の
譲
渡
、
地
位
譲
渡
な
ど
。

　

な
お
、
こ
れ
ら
の
取
引
の
予
約
で
あ
る
場

合
も
含
み
ま
す
。

　

伊
仙
町
内
で
は
、
ハ
）
に
該
当
す
る
土
地

取
引
が
主
な
対
象
と
な
り
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

伊
仙
町
役
場　

未
来
創
生
課

　

T
E
L

：

8
6-

3
1
1
1
（
内
線
27
）

浄
化
槽
法
定
検
査（
法
第
十
一
条
）

受
検
の
お
願
い

　

こ
の
検
査
は
、
浄
化
槽
の
保
守
点
検
及
び

清
掃
が
適
正
に
行
わ
れ
て
い
る
か
、
ま
た
適
正

に
使
用
さ
れ
浄
化
槽
の
機
能
が
正
常
に
維
持

さ
れ
て
い
る
か
を
検
査
し
、
不
適
事
項
が

あ
れ
ば
、
行
政
及
び
関
係
者
が
状
況
を
把
握

す
る
と
と
も
に
、
早
期
に
そ
れ
を
是
正
す
る

こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
で
、知
事
が
指
定

し
た
検
査
機
関
で
あ
る（
公
財
）
鹿
児
島
県

環
境
保
全
協
会
の
検
査
員
が
事
前
に
ハ
ガ
キ

で
通
知
し
た
検
査
日
に
お
伺
い
し
、
現
場

で
の
検
査
と
浄
化
槽
の
放
流
水
を
採
水
し
、

持
ち
帰
っ
て
の
水
質
検
査
を
行
い
ま
す
。

（
地
元
の
保
守
点
検
業
者
が
行
う
保
守
点
検

と
は
別
の
も
の
で
す
） 検
査
対
象
と
な
っ
た

浄
化
槽
（
設
置
年
度
ご
と
に
対
象
と
し
て
い

ま
す
）に
つ
い
て
は
、事
前
に
指
定
検
査
機
関

か
ら
日
程
通
知
が
あ
り
ま
す
の
で
、必
ず
受
検

し
て
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

健
康
の
た
め
水
を
飲
み
ま
し
ょ
う

　

私
た
ち
が
生
き
て
い
く
た
め
に
欠
か
す
こ

と
の
で
き
な
い「
水
」は
、体
内
の
水
分
を
５
％

失
う
と
脱
水
症
状
や
熱
中
症
状
が
現
れ
、様
々

な
健
康
障
害
の
リ
ス
ク
要
因
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、中
高
年
で
多
発
す
る
脳
梗
塞
や
心
筋

梗
塞
な
ど
も
、水
分
摂
取
量
の
不
足
が
大
き
な

リ
ス
ク
要
因
の
ひ
と
つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

運
動
や
入
浴
、睡
眠
中
な
ど
普
段
の
生
活

の
中
で
汗
を
か
く
こ
と
で
不
足
す
る
水
分
を

こ
ま
め
に
補
給
す
る
こ
と
で
、
こ
れ
ら
の

健
康
障
害
を
未
然
に
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

伊
仙
町
の
水
道
水
は
、
水
道
法
に
基
づ
く

51
項
目
を
含
む
1
5
0
以
上
の
水
質
検
査
を

実
施
し
て
お
り
、安
全
で
安
心
し
て
飲
ん
で

い
た
だ
け
ま
す
。

　

健
康
に
と
っ
て
欠

か
す
こ
と
の
で
き
な

い
水
分
は
、
生
活
の

中
で
身
近
な
存
在
で

あ
る
水
道
水
で
手
軽

に
補
給
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

５
月
度
給
水
停
止
執
行
件
数

　

５
月
27
日
現
在 

９　
件

　

今
年
度
累
計 

25　
件　

　

給
水
停
止
処
分
に
よ
り
損
害
が
生
じ
て
も

一
切
責
任
を
負
い
ま
せ
ん
。
公
平
性
を
保
つ

た
め
の
措
置
で
す
。
期
限
内
の
納
入
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

伊
仙
町
役
場　

水
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課
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E
L

：
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6-

3
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1
（
内
線
65
）

■
お
問
い
合
わ
せ

　

鹿
児
島
県
知
事
指
定
検
査
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関
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公
財
）鹿
児
島
県
環
境
保
全
協
会
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E
L
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0
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0
0
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a
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鹿
児
島
県
生
活
排
水
対
策
室

　

T
E
L

：

0
9
9-

2
8
6-

3
6
8
5

　

徳
之
島
保
健
所
　
衛
生
環
境
課

　

T
E
L

：

0
9
9
7-

8
2-

0
1
4
9

　

伊
仙
町
き
ゅ
ら
ま
ち
観
光
課

　

T
E
L

：

0
9
9
7-

8
6-

3
1
1
1

（
内
線
69
）

　
⃝
未
来
創
生
課

　
⃝
き
ゅ
ら
ま
ち
観
光
課

　
⃝
水
道
課

２
０
１
９
年
度

国
保
特
定
健
診
対
象
者
の
皆
さ
ま
へ

※
国
保
の
40
歳
～
74
歳
の
方
が
対
象
と
な
り

ま
す
。

  

特
定
健
診
は
義
務
付
け
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

定
期
的
に
医
療
機
関
を
受
診
さ
れ
て
採
血
を

さ
れ
て
い
る
方
は　「
情
報
提
供
」を
行
う
こ
と

で
免
除
さ
れ
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

か
か
り
つ
け
の
医
療
機
関
が
島
外
の
方
や 

人
間
ド
ッ
グ・P
E
T
健
診
を
受
診
さ
れ
た
方

　

島
外
の
医
療
機
関
か
ら
は
検
査
デ
ー
タ
を

教
え
て
い
た
だ
け
な
い
の
で
、
今
年
度 

４
月

１
日
以
降
の
検
査
デ
ー
タ
を
、
ご
準
備
で
き

ま
し
た
ら
、
健
康
増
進
課
保
健
セ
ン
タ
ー
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※
特
定
健
診
受
診
率
・
特
定
保
健
指
導
実
施
率
が

最
低
60
%
を
超
え
な
け
れ
ば
、後
期
高
齢
者
支

援
金
の
負
担
が
増
額
さ
れ
、国
民
健
康
保
険
料
の

　
⃝
健
康
増
進
課

「
情
報
提
供
」
と
は
…

・ 

情
報
提
供
用
紙
の
同
意
書
欄
に
サ
イ
ン

を
い
た
だ
く
こ
と
で
、
採
血
・
採
尿
等

の
検
査
デ
ー
タ
を
か
か
り
つ
け
の
医
療

機
関
よ
り
健
康
増
進
課
保
健
セ
ン
タ
ー

に
教
え
て
も
ら
う
こ
と
で
す 

。

・
個
人
負
担
金
は
あ
り
ま
せ
ん
。

「
情
報
提
供
」
の
方
法

・
情
報
提
供
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、 

健
康

増
進
課 

保
健
セ
ン
タ
ー
へ
連
絡
の
う
え
、

情
報
提
供
用
紙
に
必
要
事
項
の
ご
記
入

を
お
願
い
し
ま
す
。
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各課からみなさまへ。暮らしに役立つお知らせです。

鹿
児
島
離
島
航
空
割
引
カ
ー
ド

（
準
住
民
用
）発
行
手
続
き
に
つ
い
て

拡
充
対
象

　

奄
美
群
島
外
の
学
校
等
に
在
学
す
る
学
生

で
、奄
美
群
島
の
住
民
に
扶
養
さ
れ
て
い
る

方
が
対
象
で
す
。

※
奄
美
群
島
外
の
学
校
等

　

学
校
教
育
法
に
規
定
す
る
学
校（
幼
稚
園
、

小
学
校
、
中
学
校
、
義
務
教
育
学
校
、
高
等
学

校
、中
等
教
育
学
校
、特
別
支
援
学
校
、大
学
、

高
等
専
門
学
校
）、専
修
学
校
及
び
各
種
学
校

（
群
島
外（
県
内
・
県
外
））

※
認
定
方
法

　

市
町
村
に
お
い
て
、
上
記
の
者
か
ら
、「
鹿

児
島
離
島
航
空
割
引

カ
ー
ド
」の
発
行
を

申
請
さ
れ
た
場
合
、

以
下
の
事
項
を
確
認

の
上
、同
カ
ー
ド
を

発
行
す
る
こ
と
で
認

定
さ
れ
ま
す
。

①
在
学
状
況

：

在
学
証
明
書
等
に
よ
り
確
認

②
扶
養
状
況

：

健
康
保
険
証
等
に
よ
り
確
認

　

従
来
の
離
島
住
民
割
引
と
同
額
の
運
賃
で

航
空
券
等
を
購
入
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。
７
月
19
日
搭
乗
分
か
ら
適
用
が
開
始
さ

れ
ま
す
。
申
請
の
際
に
は
、
写
真
が
必
要
と

な
り
ま
す
の
で
、詳
細
に
つ
い
て
は
、く
ら
し

支
援
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

伊
仙
町
役
場　

く
ら
し
支
援
課

　

T
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6-

3
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（
内
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75
歳
以
上
高
齢
者
の
医
療
保
険
料
軽
減

特
例
の
見
直
し
に
つ
い
て

　

本
来
、７
割
軽
減
の
と
こ
ろ
、
こ
れ
ま
で

特
例
的
に
９
割
軽
減
と
な
っ
て
い
た
方（
年
金

収
入
80
万
円
以
下
）の
軽
減
率
が
、
平
成
31

年
度
か
ら
次
の
よ
う
に
変
わ
り
ま
す
。

　
⃝
く
ら
し
支
援
課

女
性
が
ん
検
診
の
ご
案
内

乳
が
ん
・
子
宮
が
ん
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う

～
早
期
発
見
が
大
切
で
す
～

　

今
年
も
検
診
は
天
城
町・徳
之
島
町・
伊
仙
町

ど
こ
の
会
場
で
も
受
け
る
事
が
で
き
ま
す
！

※
今
年
度
既
に（
４
月
以
降
に
）
乳
が
ん
・

子
宮
が
ん
検
査
を
受
け
ら
れ
た
方
、
こ
れ

か
ら
ド
ッ
ク
で
検
査
予
定
の
方
に
つ
き
ま

し
て
は
、
お
手
数
で
す
が
健
康
増
進
課

保
健
セ
ン
タ
ー
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※
お
手
元
に
受
診
票
が
届
い
て
い
な
い
方
で

も
、
本
人
確
認
出
来
る
物
（
免
許
証
な
ど
）

を
、ご
持
参
く
だ
さ
れ
ば
受
診
で
き
ま
す
。

検
査
当
日
会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

ご
不
明
な
点
は
、
健
康
増
進
課
保
健
セ
ン

タ
ー
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

健
康
増
進
課
保
健
セ
ン
タ
ー

　

T
E
L

：

8
6-

2
1
2
4

 

乳
幼
児
健
診
に
つ
い
て
の
お
知
ら
せ

　

毎
日
の
子
育
て
、お
仕
事
お
疲
れ
様
で
す
。

日
々
の
生
活
に
追
わ
れ
て
乳
幼
児
健
診
っ
て

忘
れ
が
ち
で
す
よ
ね
。

　

そ
こ
で
、４
月
か
ら
子
育
て
支
援
課
が
で

き
、保
育
園
と
も
連
携
し
て
健
診
の
ご
案
内
が

で
き
る
事
に
な
り
ま
し
た
。健
診
対
象
時
期
が

近
づ
き
ま
し
た
ら
、
保
育
園
の
先
生
か
ら
声

掛
け
を
い
た
し
ま
す
。

　

ご
不
明
な
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
、遠
慮
な
く

子
育
て
支
援
課
ま
た
は
、
健
康
増
進
課
保
健

セ
ン
タ
ー
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

伊
仙
町
役
場　

 

子
育
て
支
援
課

　

T
E
L

：

8
6-

3
1
1
1
（
内
線
52
）

　

健
康
増
進
課
保
健
セ
ン
タ
ー

　

T
E
L

：

8
6-

2
1
2
4

※
子
育
て
支
援
課
・
健
康
増
進
課
保
健
セ
ン
タ
ー

連
携
事
業

　

世
代
間
の
公
平
の
観
点
等
か
ら
平
成
31
年

度
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の
均
等
割
額

の
軽
減
率
が
見
直
さ
れ
ま
す
。
医
療
保
険
を

将
来
に
わ
た
り
安
心
で
き
る
制
度
に
す
る
た

め
、
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

伊
仙
町
役
場

　

地
域
福
祉
課　

後
期
高
齢
者
医
療
係

　

T
E
L

：

8
6-

3
1
1
1
（
内
線
62
）

　
⃝
地
域
福
祉
課

～伊仙町内の日程・料金表～
7/10（水）西公民館
7/11（木）東公民館
7/12（金）・13（土）ほーらい館  ※ 13 日は午前のみ

子宮頸がん検診 20歳以上 600円

乳がん検診
（マンモグラフィー）

40歳～49歳まで
（2方向撮影） 2,500円

50歳以上
（1方向撮影） 1,500円

（詳細はお手元に届いた受診票をご確認ください）

※伊仙町内の会場では、骨粗鬆症検診（840円）も実施し
ています。但し、伊仙町の住民に限ります。

《 改正前 (平成30年度保険料) 》

9割軽減

▼
《 改正後 (平成31年度保険料) 》

8割軽減

増
額
が
危
惧
さ
れ
ま
す
の
で
、御
協
力
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

健
康
増
進
課
保
健
セ
ン
タ
ー

　

T
E
L

：

8
6-

2
1
2
4

　

F
A
X

：

8
6-

3
2
1
9

※
採
血
・
検
尿
等
の
検
査
デ
ー
タ
結
果
は
、ご
自
身

の
健
康
状
態
把
握
の
た
め
、医
療
機
関
か
ら
受
け

取
る
権
利
が
あ
り
ま
す
。
医
療
機
関
を
受
診
さ

れ
る
際
は
、お
受
け
取
り
く
だ
さ
い
。

介
護
保
険
料
・
後
期
高
齢
者
医
療

保
険
料
を
年
金
か
ら
の
引
き
落
と

し
で
納
め
て
い
る
皆
様
へ

　

年
度
の
前
半（
４
月
・
６
月
・
８
月
）は
直

近
２
月
の
引
き
落
と
し
額
と
同
額
で
仮

で
徴
収
し
て
お
り
、後
半（
10
月
・
12
月
・

２
月
）で
年
間
の
保
険
料
を
調
整
し
ま
す
。
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プレミアム付商品券の
“特殊詐欺”や“個人情報の詐取” に

ご注意ください

　消費税率の引上げに際し、購入対象の方には「プレミアム
付商品券」が販売されることとなりました。
　多くの市区町村では、6月以降に購入希望申請の受付が
開始され、9月下旬以降に販売が開始されるものと見込まれ
ますが、以下についてご注意願います。

●「プレミアム付商品券」を販売するために、市区町村
や内閣府などが手数料などの振込を求めることは
絶対にありません。

●市区町村や内閣府などが ATM（銀行・コンビニなど
の現金自動支払機）の操作をお願いすることは、絶対
にありません。

●現時点で、市区町村や内閣府などが住民の皆様の
世帯構成などの個人情報を照会することは絶対に
ありません。

　ご自宅や職場などに市区町村や内閣府の職員などをか
たった電話がかかってきたり、郵便が届いたら、迷わず、
お住まいの市区町村や最寄りの警察署（または警察相談
専用電話(♯9110)）にご連絡ください。

「プレミアム付商品券」に関して
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伊仙町商工会の窓

お
誕
生
お
め
で
と
う
（
敬
称
略
）

出
生
児

保
護
者

集
落
名

● 

清
水

心み
ら
ん蘭

清
水

直
樹

東
伊
仙
東

香
典
返
し

金
一
封
い
た
だ
き
ま
し
た
。

※
社
会
福
祉
協
議
会
受
付　

集
落
名

寄
附
者
名

（
故
人
名
）

満
年
齢

○
木
之
香

木
村 

勝
美
さ
ん
（
亡  

木
村 

勝
さ
ん
）

37
歳

○
西
伊
仙
西

福
田 

利
之
さ
ん
（
亡  

福
田 

利
通
さ
ん
）
83
歳

○
西
犬
田
布

寿 

俊
雄
さ
ん

（
亡  

寿 

ト
ヨ
さ
ん
）

102
歳

人口の動き
（2019年5月31日現在）
※総人口は、外国人含む。

総人口 6,662 人

男 3,385 人

女 3,277 人

世帯数 3,487 世帯

出生 4 人

死亡 8 人

転入 16 人

転出 11 人

西
に し か わ

川 遥
は る と

大くん（2歳）

わが町のアイドル募集！

戸
籍
の
窓

町のみなさんにわが家のかわいい子供の笑顔を届けてみませんか？
毎月10日までに住所・氏名・お子さんのお名前（ふりがな）・年齢・電話番号・
簡単なPR文を添えて、写真を未来創生課広報係までお持ちください。

伊仙町役場  未来創生課 TEL 86-3111（内線 27）お問い合わせ

兄弟いつまでも

仲良く健やかに

育ちますように

マルサストアー 作田書店
小学校・中学校　教科書取扱店

住 所 伊仙町伊仙 3578

電 話 0997-86-2015


